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研究成果の概要：抗菌薬バンコマイシン（VCM）を使用する際の用法用量は患者の腎機能に基づいて設定され
る。本研究では、VCMの投与量設定への適用を企図した、救急搬送患者の血清クレアチニンによる腎機能評価の
新規補正法を目的とし臨床研究を行った。
これまでに、VCM投与開始時点の血清アルブミン値とCRP値が、VCMの投与量設定における腎機能の過大評価と関
連している可能性を見出した。現在、これらの因子の影響力についてさらなる検証を進めている。

研究分野：医療薬学

キーワード： バンコマイシン　腎機能　クレアチニンクリアランス

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、救急搬送患者においてVCMの投与量設定時に腎機能を過大評価し得るリスクを一部明らかにし
た。本研究成果は、救急搬送患者に対するVCM投与量設定のための血清クレアチニンによる腎機能評価の新規補
正法構築に直結する極めて有益な知見である。
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１．研究の目的 

 バンコマイシン（VCM）はグリコペプチド系の抗菌薬であり、メチシリン耐性ブドウ球菌感
染時に使用される薬剤の１つである。VCM 使用時の用法用量は患者の腎機能に基づいて設定
される。多くの場合、この時の腎機能評価は血清クレアチニン（Cre）値を利用して推算される。
血清 Cre 値は筋肉量に依存するため、性別、年齢、人種、栄養状態など腎機能以外の影響を受
ける。また、Cre は糸球体濾過以外に尿細管において一部分泌を受けるため、尿中 Cre 排泄量
は糸球体で濾過された量よりわずかに大きくなり、軽度腎機能低下の感度が低い。さらに、肥
満患者、痩せ型患者では過大評価されることがある。しかし、これらの因子による影響を適切
に補正できれば、極めて有用な腎機能評価法であることは間違いない。救急医療においては、
搬送症例への薬剤使用量の決定に迅速な判断が求められる。救急搬送症例に適応すべき補正法
を直ちに判断できれば、抗菌薬投与を含むより適切かつ速やかな処置が施せる。そこで本研究
では、VCM の投与量設定への適用を企図した、救急搬送患者の血清 Cre 値による腎機能評価の
新規補正法構築を目的とする臨床研究を行った。 

 

２．研究成果 

 研究対象者は、宮崎大学医学部附属病院救命救急センターに入院し、VCM が点滴投与され、
VCM の血中濃度が測定された患者とした。研究対象者の患者情報は、宮崎大学医学部附属病
院で使用されている電子カルテより後方視的に収集した。対象患者の VCM 投与開始時点およ
び VCM 血中濃度初回測定時の患者情報を基に、PPK モデル（Yasuhara et al. Ther Drug Monit. 
1998）に基づく VCM 血中濃度シミュレーションにおいて実測血中濃度によるベイズ推定から
クレアチニンクリアランス（CLcr）を逆算した。この逆算 CLcr に対し、VCM 投与開始時点の
患者情報から Cockcroft-Gault 式で算出した CLcr が乖離した症例を腎機能誤評価群とした。対
象患者を腎機能誤評価群と評価適正群に分け、2 群間の VCM 投与開始時点の患者情報を比較
し、腎機能誤評価に至るリスク因子を解析した。 

 研究対象者を腎機能過大評価群と適正評価群に分けた場合において、VCM 投与開始時点の
血清アルブミン値と CRP 値に関して、2 群間で差異が認められた。これらの因子の影響力につ
いてさらなる検証を進めており、現在、機械学習ならびに深層学習環境を利用した救急搬送患
者の血清クレアチニンによる腎機能評価の新規補正法を検討している。 
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